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箱根町　平成のあゆみ
　
引
越
し
さ
れ
た
方
は
、
現
在
住

ん
で
い
る
寮
・
ア
パ
ー
ト
等
が
住

所
地
に
な
り
ま
す
。
住
民
基
本
台

帳
法
に
基
づ
き
、
転
出
・
転
入
等

の
住
民
異
動
手
続
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

【
引
越
し
前
】
市
区
町
村
の
窓
口

に
転
出
届
を
提
出
し
、
転
出
証
明

書
を
受
け
取
り
ま
す
。
転
出
届
を

郵
送
で
提
出
し
、
転
出
証
明
書
を

受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
引
越
し
後
】
転
出
証
明
書
を
添

え
て
、
市
区
町
村
の
窓
口
に
転
入

届
を
提
出
し
ま
す
。
転
入
届
は
転

入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー

ド
」・「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」・

「
住
基
カ
ー
ド
」
も
住
民
異
動
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

照
会
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総
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防
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春
の
地
域
安
全
運
動

　
5
月
10
日
㈮
～
16
日
㈭

『
み
ん
な
で　
つ
く
ろ
う

�

　
安
心
の
街
』

　
こ
の
運
動
は
、
防
犯
協
会
や
地

域
の
安
全
に
関
わ
る
団
体
が
連
携

し
て
、
地
域
住
民
の
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
的
に
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
田
原
警
察
署
管
内
で

は
、
電
話
で
「
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に
使
わ
れ
て

い
る
」
と
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
、

「
新
し
い
も
の
と
交
換
す
る
」
な

ど
と
騙
し
て
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
手
交
型

の
詐
欺
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て

ほ
し
い
、
暗
証
番
号
を
教
え
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
電
話
が
あ
っ
て
も
、

言
う
と
お
り
に
せ
ず
、
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
架
空
請
求
の
被
害
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
手
口
と
し
て
は
、

「
民
事
訴
訟
最
終
通
達
書
」
な
ど

と
書
か
れ
た
は
が
き
や
封
書
が
郵

送
さ
れ
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
電
話

番
号
に
連
絡
す
る
と
、
行
政
機
関

の
職
員
や
弁
護
士
等
を
名
乗
る
者

か
ら
お
金
を
請
求
さ
れ
ま
す
。
不

審
な
郵
便
物
が
届
い
た
際
は
、
書

か
れ
た
連
絡
先
に
は
電
話
を
せ
ず

に
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
県
内
で
は
、
電
話
で

自
宅
に
現
金
が
あ
る
か
確
認
し
、

直
接
訪
問
し
て
現
金
を
奪
う
「
ア

ポ
電
強
盗
」
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

留
守
番
電
話
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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観
光
ま
ち
づ
く
り
の
充
実・

維
持
に
係
る
財
源
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
議
委

員
を
募
集
し
ま
す
！

　
町
が
観
光
地
と
し
て
一
層
発
展
・

成
長
す
る
た
め
に
は
、
「
観
光
」

と
「
暮
ら
し
」
を
車
の
両
輪
の
よ

う
に
と
ら
え
て
、
両
者
が
相
互
に

好
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
な
施
策

の
推
進
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
の
財
源
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
新
た
な
会
議
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
委
員
に
応
募
い
た
だ

き
、
貴
重
な
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
人
員　
１
人

応
募
資
格　
満
20
歳
以
上
70
歳
未

満
で
、
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

応
募
期
限　
６
月
4
日
㈫

選　
考　
応
募
の
動
機
な
ど
を
考

慮
し
、
選
考
し
ま
す
。

委
員
の
仕
事　
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
係
る
財
源
の
あ
り
方
に
対
し
年

４
回
程
度
会
議
を
開
催
し
ご
意
見

を
伺
い
ま
す
。

任　
期　
７
月
～
令
和
４
年
６
月

（
予
定
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
提

出
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
企
画
課
ま
た
は

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
照
会
先　
企
画
課
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tokuteiseisaku@town.
hakone.kanagawa.jp

引
越
し
の
際
は
、
住
所
の
異
動
手
続
を
忘
れ
ず
に

　来年 １月１3日㈪成人の日に開催を予定している成
人式を、20歳を迎える皆さんで組織する「実行委員
会」により運営します。
　人生の大きな節目となる20歳の記念に、あなたが
考えるアイデアを盛り込んで、「実行委員会」の企
画・運営をしてみませんか。
応募資格　来年 １月に成人式を迎える方（平成１１年
4 月 2 日から平成１2年 4 月 １ 日までに生まれ、町内
に在住の方）
※町外にお住まいでも、実家などが町内の方は応募
できます。
募集人数　１0人程度
申込方法　 ６月28日㈮までに、電話かメールで連絡
してください。
申込・照会先　教育委員会生涯学習課☎8５―７６0１
shougai@town.hakone.kanagawa.jp

５ 月 １ 日に元号が改められ「令和」となりました。ここで平成の30年の町のできごとを少し振り返ってみましょう。

新元号、令和はどのような時代となっていくのでしょう。
良い時代、良い箱根町にしていきたいですね。

成人式実行委員を募集
平成元年

1 月15日　平成最初の成人式
　　　　　新成人は482人
（当時の人口は19,790人）

　　 2年
8 月23日　温泉小学校
　　　　　プール完成

　　 3年
4 月 1 日　元箱根幼稚園、箱根幼稚園統合
　　　　　「箱根幼稚園」となる
11月29日　仙石原中学校屋内運動場完成

　　 4年
8 月 7 日　�高原ふれあい広場オープン・二ノ平こども

の広場オープン�
11月 4 日　宮城野小学校校舎完成

　　 5年
2 月 1 日　移動図書館「きつつき号」巡回開始
9月 1日　�燃えないごみの分別
　　　　　収集と資源ごみの収
　　　　　集を開始

　　 6年
7 月17日　虻田町で姉妹都市
　　　　　提携30周年記念式
　　　　　典挙行

　　 7年
5 月30日　道の駅「箱根峠」オープン

　　 8年
2 月23日　�箱根温泉統一キャッチフレーズが「なんか

いいよね、箱根って。」に決定�
10月14日　�総合体育館の愛称を「レイクアリーナ箱根」

に決定

　　 9年
3 月21日　一般廃棄物最終処分場が芦之湯に完成
4月 1日　�箱根町総合体育館「レイクアリーナ箱根」

がオープン

　　10年
10月25日〜28日
　第53回国民体育大会秋季大会（か
　ながわ・ゆめ国体）剣道競技会を
　レイクアリーナ箱根で開催

　　11年
7 月12日　�箱根町が「国際会議観光
　　　　　都市」の認定を受ける
11月 6 日　�仙石原中学校気象観測50周年記念式典を挙

行

　　12年
10月 1 日　町指定ごみ袋制を開始

　　13年
4 月 1 日　�箱根町消防庁舎が完成
　　　　　新庁舎での業務を開始
10月22日　�総合保健福祉センター
　　　　　（愛称さくら館）がオープン

　　14年
7 月 4 日　カナダ・ジャスパー
　　　　　姉妹提携再調印式

　　15年
4 月16日　仙石原幼児学園が落成
10月18日　箱根駅伝予選会を開催

　　16年
3 月22日　箱根火山防災マップを発行
7月 4日　�北海道虻田町との姉妹提携40周年記念式典

を挙行

　　17年
2 月 2 日　�年間死亡事故者数ゼロで、町交通安全都市

推進協議会が県から表彰
4月 1日　�コンビニエンスストアで町県民税などの納

付取扱いを開始

　　18年
9 月30日　町制50周年
9月30日　健康都市宣言制定

　　19年
2 月25日　箱根町の市内局番の
　　　　　頭に「 8」が追加
4月 1日　宮ノ下地域の名称を
　　　　　温泉地域へと変更

　　20年
3 月31日　町立小中学校統合

　　21年
3 月 1 日　町の魚「ワカサギ」制定
3月14日　湯本駅新駅舎の利用開始

　　22年
5 月24日　天皇皇后両陛下行幸啓
　　　　　箱根湿生花園を視察

　　23年
4 月〜　　�民間宿泊施設による東日本大震災の被災者

受け入れ・町職員の被災地派遣など町全体
での被災地の支援

　　24年
9 月24日　箱根ジオパークが誕生

　　25年
9 月25日　災害廃棄物（洋野町漁網）の受け入れ

　　26年
4 月17日　ジオミュージアム開館
11月 2 日　スイスサンモリッツと
　　　　　友好都市提携

　　27年
5 月 6 日　�大涌谷の噴火警戒レベルが 2に引き上げ

られる（その後、 6 /30に 3 　 9 /11に 2 　
11/20に１へと変化）

11月13日　八代亜紀さんが「はこね親善大使」に就任

　　28年
7 月26日　大涌谷園地開放
10月 1 日　広報はこね700号発行

　　29年
4 月 1 日　第二子以降の保育料
　　　　　無料
7月25日　宮城野保育園新園舎落成

　　30年
5 月24日　「箱根八里」が日本遺産に認定

　　31年
1 月14日　平成最後の成人式　新成人は153人
（ 1月１日現在の人口は11,289人）

改
元
に
伴
う
公
文
書
の
日
付

な
ど
の
表
記
に
つ
い
て

【
町
が
発
行
す
る
公
文
書
】

　
町
が
発
行
す
る
公
文
書
の
中
に

は
、
印
刷
や
発
送
の
日
程
の
関
係

で
、
文
書
の
日
付
や
納
期
限
な
ど

が
「
平
成
」
で
届
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
改
元
後
に
お
い
て
も
「
平

成
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
文
書
な

ど
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
効
果

は
何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
平

成
31
年
５
月
以
降
の
有
効
期
限
な

ど
が
記
載
さ
れ
た
保
険
証
、
契
約

書
、
納
税
通
知
書
な
ど
も
、
有
効

な
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

　
な
お
、
元
号
の
変
更
の
み
を
理

由
と
し
た
公
文
書
な
ど
の
再
発
行

は
原
則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん
。

　
改
元
後
の
日
付
の
元
号
が
「
平

成
」
と
表
記
さ
れ
た
部
分
は
、
新

元
号
に
読
み
替
え
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

【
町
に
提
出
す
る
文
書
】

　
町
指
定
の
様
式
に
あ
ら
か
じ
め

「
平
成
」
の
記
載
の
あ
る
も
の
を
、

５
月
１
日
以
降
に
町
に
提
出
す
る

場
合
、「
平
成
」
に
二
重
線
を
引

い
て
、
新
元
号
「
令
和
」
を
記
載

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。


